
 

大浜地区 
（愛知県碧南市） 

○ 計 画 期 間  平成 16 年度～平成 20 年度

○ 面     積  190ha 

○ 交付対象事業費  4,256 百万円 

○ 市人口 72,801 人（地区内人口 6,686 人） 

 

 

 

 

 

目  標 

地区が有する水・緑・歴史・文化といった資源を有効に活用しながら、質の高い生活空間と交流空間を整備すること

による『歩いて暮らせるまちづくり』の実現 

指  標 

『歩いて暮らせるまちづくり』の実現に

ついて、市民満足度、施設利用者数やイベ

ント参加者数を指標とし、事業効果を評価

する。 

事業内容  

基幹事業（3,178 百万円）→道路（3路線・L=1,257ｍ）、公園（臨海公園 A=4.8ha） 

地域生活基盤施設（辻広場 10 箇所、大浜陣屋広場 A=0.15ha） 

高質空間形成施設（寺町散策コース整備 L=3,030ｍ、碧南高浜線緑化施設等） 

提案事業（1,078 百万円）→地域創造支援事業（臨海公園用地造成 A=4.8ha、美術館整備 A=2,425 ㎡、臨海公園施設排

水管整備、美術館企画展示、旧大浜警察署外観整備） 

事業活用調査（まちづくり活動調査、事業効果分析） 

まちづくり活動推進事業（大浜地区歩いて暮らせるまちづくり推進事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路施策に対する市民の満足度    10％(Ｈ15) →   32.9％(Ｈ20) 

美術館の施設（会議室）利用者数   0 人(Ｈ16) →  859 人(Ｈ21) 

大浜てらまちウォーキングイベント 936 人(Ｈ15) → 1,731 人(Ｈ20) 

の中での俳句会への参加者数 

地区概要 

『歩いて暮らせるまちづくり』のモデル地区として、地 

域住民が組織する『歩いて暮らせるまちづくり推進委員会』

が中心となり、まちの活性化や再生を目指した取り組みを 

進めている。 

ポイント  

地域住民との協働による『歩いて暮らせるまちづく

りの実現』と『継続・成長するまちづくり』 

○関連事業 
下水道整備事業 
（大浜地区） 

○関連事業 

道路（岡崎碧南線）

■地域生活基盤施設

大浜陣屋広場 

■道路 

中町前浜線 

○関連事業 

碧南市ものづくりセンター建設事業

□地域創造支援事業 
美術館整備 

 美術館企画展示 

■地域生活基盤施設 

辻広場 10 ヶ所 

○関連事業 
土地区画整理事業 
（碧南伊勢区画） 

○関連事業 
道路（名古屋碧南線） 

□事業活用調査 
まちづくり活動調査・事業効果分析 

□まちづくり活動推進事業 
大浜地区歩いて暮らせるまちづくり推進事業

□地域創造支援事業 
旧大浜警察署外観整備 

■道路 碧南高浜線

■高質空間形成施設

 碧南高浜線 

○関連事業 
景観整備 

■道路 

大浜保育園線

■高質空間形成施設 

 寺町散策コース 

■公園 

臨海公園 

□地域創造支援事業 
臨海公園用地造成 
臨海公園施設排水管整備 

安全安心 アメニティ コミュニティ 景観 官民協働 完了地区



地区の現況と課題 

 大浜地区は、室町時代から港町として栄え、寺社などの歴史・文化 

施設を多数有しているとともに、古くから商業機能が集積し、伝統産 

業も多く立地してきました。近年は、商業機能の衰退が著しく、商工 

会議所の移転、商店街の空き店舗の増加、衣浦マンモスプールの閉場 

による活力低下が懸念されています。また、地区内は住工が混在し、 

かつ家屋も密集し狭隘道路が大半であることから、安心安全な生活環 

境の確保が求められています。 

提案事業の特徴 

美術館整備 

地元が生んだ美術工芸家『藤井達吉』を顕彰した美術館として、

旧商工会議所の建物を活用して整備をしました。 

まちづくり活動推進事業 

地域住民で組織する『歩いて暮らせるまちづくり推進委員会』の活

動支援を行い、大浜てらまちウォーキングイベント、地区の歴史、文

化調査、大浜陣屋広場のオープンイベントを実施し、まちの活性化を

図りました。 

まちづくりの効果、持続的取り組み 

 美術館、辻広場、大浜陣屋広場等の整備と『歩いて暮らせるまちづ 

くり推進委員会』の継続した取り組みにより、まちの魅力が向上し、 

『大浜てらまちウォーキング』への参加者が大きく増加しています。 

また、イベント参加団体も着実に増加しており、まちづくりに関わ 

る人材育成が実を結び、地域におけるまちづくりの成長がみられます。 

碧南市長 禰冝田政信のコメント 
大浜地区は、今もなお、多くの寺社や醸造業などの伝統的な産業の 

建物が残り、路地や水辺と共に歴史と文化が感じられる空間を形成し 

ています。このような地域資源を活かした『歩いて暮らせるまちづく 

り』の推進により、来訪者も年々増加しています。 

今後も、地域住民と行政の協働によるまちづくりを推進し、地区の 

活性化を進めてまいります。 

歩いて暮らせるまちづくり推進委員会 

委員長 黒田昌司氏のコメント 

 平成１２年６月に地域住民で構成する『大浜地区歩いて暮らせる

まちづくり推進委員会』を創設し、市民と行政のパートナーシップ

によるまちづくりに取り組んでいます。 

 美術館などの拠点施設と寺社を巡る寺町散策コースなどの整備に

よって、回遊性が高まり、『大浜てらまち案内人』の活躍などによ

って、まちが活性化され、地域に愛着が持てるようになりました。 

てらまち賑わい部会会長 磯貝忠通氏のコメント 

大浜地区は、コンパクトなエリアに文化・歴史・産業など、あらゆるものが詰まったとても魅力的なところです。毎

年１０月に開催される『大浜てらまちウォーキング』では、地域内の商店街・お寺・ＪＡ・漁協・その他各種のボラン

ティアの方々が中心となって、住民の手づくりの色々なアイデアを出し合い、地域を盛り上げて情報発信しています。 

今後は、イベントのみならず、日常的に大浜地区を訪れる人達を楽しませ、地域住民の皆さんが誇りの持てるまちに

なればと考えています。 

▲大浜てらまちウォーキング 

▲大浜てらまちキャラクター 
『てらまち小僧』 

          

   

    

▲賑わいのある風景 

寺町散策コース

碧南市藤井達吉現代美術館

 

碧南市臨海公園 

大浜陣屋広場

碧南市


